Studies on the Dyeing of Silk (Part XII) : The Dyeing of Ryukyu Tsumugi of Haebaru by 皆川, 基 et al.
大阪市立大学生活科学部紀要・第29巻 (1981) -97-
絹の染色に関する研究(第 12報)
ー一一南風原地方の琉球紬の染色について一一
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一一一TheDyeing of Ryukyu Tsumugi of Haebaru-一一
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序 三£匙E問
Eれ球紛は沖縄本島で生戸Eされる緋段様の紛，麻，木綿.
芭蕉I也および絹/木綿交織地織物の総称て'あるが.その
主流は正絹の琉球緋紬および墜糸，野j糸を使用した紛の
首里上布紬におかれている。
fJn.1求緋納は経糸，緯糸にJHh¥からの手引き紬糸あるい
は手紡糸機の紬糸(または精練した生糸)を使用したギ組
織の手織リの練絹織物て1 南国らしいl味わいを妓しなが
らもfiJ;j<独特のさわやかな緋杯iを表わしている。
緋技法には手結い，絵図.t習り込み，織締めなどの方
法があり.南風原地方では絵図緋.摺リ込み緋などの技
法がJI'l-、られているが.fiJ求本来の緋の特徴l立手結い緋
とされて、、るl-4L
琉球緋紬の染色には琉球M.紅花，悩木，蘇芳， コチ
ニール.山純子，惨金，楊侮 j変革己などの多くの天然色
素とお川j也万の凶泥(f_!(ljならびに!ji給悔の煎I十液て伯下染
めされた綿糸の泥染めに使用)などが用いられているが，
放jliでは染色堅ろう刊のよい介成染料も多く使用されて
も、る。
琉J;~緋品由はその緋模様の美しさだけでなく，軽< . し
主やかで着くずれもなく ，虫もつきにくい性質など数々
の長所をもっている。特に一見非合理的に忠われる天然
色素による総リ返し染色と;'1'縄の強烈な日光による天日
乾燥で件られるすぐにた染色照ろう性は琉球緋納の大き
な特徴のーっとなっている。
そよで本研究ではこの内、に諸問し，合成染料を使用し
た一般の絹織物の染色堅ろう1''1:を改善する目的て九天然
染料の染色特性ならびにその機構を解明する法礎的な研
究を行うとともに水溶性の般性アミンを染色肋剤とした
納物色素の染色作のli'j卜についても合わせて検討を行っ
マ.~。
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繊維材料としては完全精練した紬用絹糸(21dX 4本合
糸. 100T/m. 70回繊度糸)を使用した。
織物資料としては南風原総(2経).琉球紺緋紬(1掩)，
琉球白緋納(1桶).久米山紬(3 fiTi).首里上布紬(1稀).
首里花本紙府(1純)噌首里ロートン織(1 Hi)古典琉F純白(1 
4重)およひ・米沢f/，i.球紬(1純)などの合計12f曜を使用した。
染料植物としては編木，山柑子， 蘇芳，望?金，紅花，
楊梅(ンブキエキス). JI輸梅およびr;_英などの8砲を使
用した。
l上.辞詰T来(ωGarcin川masp 刷 ta H.， Xa却n伽 c匂y卯r町muS】II
f“oliu凶sR.) {は;t沖中縄地7方1に生7育fするオトギリソウ科の常緑樹
てで樹皮中に Fukugetinなどの多くの黄色系色素を含んで
し‘る。
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樹皮の煎il-液による絹繊維の染色においてはアルミナ
媒染で賞色に， スズ媒染で緑黄色に，クロム媒染でオリ
ープ色に，欽媒染でオリーブ褐色にそれぞれ染め土げら
れる。またフクゲチン色紫による媒染染法では一般に鱒
明な色調が得られ.比較的堅ろう性の言:jい染色物が!日i待
されているト71
2 泊施ート(Ga吋ema)asmlr凶 es，Ellis)l;t本州西南部
に白生または相級されるアカネ科の常緑低水の*実で，
黄色のカロチノイド系の7ロセチン(cr∞etin) を多く含
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有している。古くから黄色色素として用いられてきたト判。
?????
??
?
? ?
???????
?
?
?
??
????
????
?
?????????
???? ?
?????
(eroee t.i n) 
3.蘇労(Caesalpiniasappan L.)はインド'7レーン
ア.フィリッピンなどの熱'借地に自生するマメ科の低木
で，樹皮，心材，サヤなどの煎汁液中にはタンニン色素
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と赤色色素(Brasilin)とが多〈含有されている。Brasilin
(C16H1405，微主主色結晶)1.;1空気に触れると酸化して紅色
のBrasileinC16Hlz05になる。蘇芳は灰汁媒染.日月ばん媒
染，鉄媒染で.赤柴色，赤色，柴色に染め上げられてい
るト7)
4.惨益(Cur山 r同 longaL.)はイン ト¥中間，マレー
シアなどで裁培されるショウガ科の多年生草木で.恨茎
の煎I十液中にはタンニン色繁のほかジケトン煩のクルク
ミン(Curcumin CZ1Hzo06)などの黄色~黄線色系色素を含
有している。媒染剤や~i夜のpH などによって黄色~褐色
~赤褐色~黒色などに染め上げh れているト7L
CH-CH-C =Cl-CO-CHECH 
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5.紅花(Carthamustinctorius L.)はインド，中国，
日本をはじめ多くの聞でlお告されているキ 7科の一年生
.~(木の花冠て mu 十液rIτ には紅色系のカルタ ミン (Cartha­
min， ClzHzzOll)色素と，黄色系のサフラワーイエロー
(Safflower-yellow， C14H607)色素などを含有しているト7L
C.H11白OH C，Un(ゐ ー
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6. 議鴇(My川 arゆ伽r悶aS釘ieぬb.e杭tZ∞附C.，Mo叫reωlla刊
b加ur悶aLour.)は本州南部，I!ql:r，l.九州 i中縄J也)Jの山野に
~fl. 学
多く生育するヤ7 モモ科の常緑高木で，古くから絹，木
綿などの色素として知られている。樹皮(ももかわとよば
れている)の煎汁液はタンニン色素と黄色系色素 (Myri-
citrin， CZ1Hzo01Z)を含み餅筏様の黄色系の染めに使用さ
されている。
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ミリントリンは加水分解によりミリセチンとラムノー
スを生成するト7)0
ιゃ IjA.<1ぃ
7.卓輪梅(Raphiolepisumbellata， Makino) 1.;1本州、1，
凶匡1，大平洋岸，九州，沖縄の海辺に自生しているイバ
ラ科の常緑低木で，古くから紬や漁網の色素として知ら
れている。その樹皮ならびに幹の煎I十液には多くのタン
ニン色素と少量の褐色系色素が含まれている。卓倫悔の
煎汁液は大島紬，久米仏総，琉球緋紬などの茶色~焦茶
色染めおよび泥染めの下染めとして使用されている5.6)
8.荻妥(Smilax China L. )は北海道から沖縄に至る
日本各地の山野に自生しているユリ科の多年生絹物で，
恨皮を色素材料として使用している。根皮のml汁液は多
量のタンニン色素と禍色系色索を含み.褐色~焦茶色染
めおよひ1尼染めの下染めとして使用されている5.6)
実験方法
I 走査電子顕微鏡による織物ならびに繊維表面の観
察8.9)
日本屯子製JEM-IOOB-ASID想定査電子顕微鏡を用い，
オスミウム椴で固定した織物および糸を銀按煎剤により
支持台に固定し，Au-Sputter coatingを行ったのち，加
速電圧10KV，70-100μAて'試料表而を観察した。
II.染料植物の煎t十液の調製8.9)
逆流冷却球を付けた三つ口フラスコ抽出装置を用い，
剥1Iか〈粉砕した福木，山梶子，蘇芳，穆金，紅花，楊梅
市!輸梅JヨよぴE主事Eなどの 8極の染料純物を 0.5%のj尖般
ナトリウム水溶液によって熱拙出(染料純物10-100g/
e， 95土 20C， 1-6時間)し，ガラスフィノレターによっ
て浮遊物を除去して煎汁液を調裂した。
Il. Jロロホルムによる植物色素の州出法引
上記煎i液の場合と問機に，J些iAL冷却器を付けた三つ
ロフラ スコ抽出装置を用い，細かく粉砕した福木，山括
十(-，蘇芳，穆金，紅花および荻契などの 6純の染料柏物
をクロロホlレム(染料植物 50-100g/e)によって伯仲』
(60-70・C，60分間)l，ガラスフィルターによって浮遊
(2) 
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物を除去して色素抽出液を調製した。
W 槌物色素による絹糸の染色方法8.91
染色1;.Taiyo Incubator M -1型(振塗回数100土 2回/
分)を用い，下記に示す条件で行った。
〈染色条件〉
煎汁液 :1 : 50(対繊維)
染色温度:25-9O"C 
染色時間 :90-180分間
浴の pH:3-11
なお前汁液は酢置ままたは S世rensenのM/10NaOH-H3B 
03の緩衝液を用¥'，凶 3-11に調製した。
V.植物色素の染着量の測定8.91
日立自記分光光度計 323型を用い，染料植物の煎汁荷主
の紫外部吸収スペクトルの極大吸収波長とその波長にお
ける検量線を求め，残液i七色法により 染色前 ・後と脱着
後の吸光j支を測定し，五倍子タンニン酸(福木)，クロセ
チン(山総子)，ブラジサン(蘇芳)，クル7ミン(修金)換
算値で，次式により繊維 1g当リの色素の染着量必よぴ
回新染荷量(mg)を求めた。
染着量(mg/g繊維)=C(DI-Dz)/DIW
園者染者量(mg/g繊維)=C(DI-Dz-D3)/DIW
Dl:染色出jの1m汁液のl汲光度
D2 :染色後の煎1十液のl吸光度
D3: n見着後の液の吸光l変
C.: 1l!\i十液中の色5誌の長 ( 各色紫換算{i~:mg )
W:試料の重量:(g ) 
実験結果およびその考察
I 琉EJ<.i;由の染色力1工法とその性状について
南/il¥f，U取は久米l協由.首里花織納，首里ロー トン*'U府
首里紬.首里生藍染手干14*由な どと共に沖縄県で生産され
る琉1;.1<*由として古くから知られてきた。この手織りの平
組織の紛納織物は植物色素によ って 日'，;首生必ー と関連のi't
い自然の風物から図案化された多彩で堅ろうな色柄 (手
続柄，綾中柄， }I~ ぴ柄， 小付柄など ) が表現され，また
砧打ちによ って地質が柔軟な織物に仕上げられている。
紬の経糸，緯糸には工E綿からの手引き綿糸のほか足跨
式および動力式の手紡糸機の紬糸や.精練した生糸(21d
x 8 -10本合糸)が使用され.染色には成球藍，悩木，蘇
芳， tJl樋子.型堅金，楊梅， 紅花およびコ千ニールなどの
天然色素のほか最近では化学染料が使用されている。ま
た緋技法としては絵図台を用い.絵図にそって裂で印付
けした経糸をつくり，他の糸と合わせて盤印の官1分を手
指りする絵図緋と，手揺り したのち染色してから緋括り
した部分の-S11をほどいて染料を刷毛で宿り込む抱込緋
(3 ) 
とがとりいれられている。
南風原綿は一般の絹織物工業と同様に分業制度をとり
いれており，製品のー賞作業を各工房で行う沖縄の染織
物と著しく異っている。
そこでまず色素の種額.糸の種類および染色加工法の
異なる南風原紬，琉E求緋.首里上布，首里花織占由，首里
ロー トン繊細. 首里総，首里生藍染手稿納，久米島納，
緩の手納(古典琉球納)，米琉(米沢琉球主由)などの一連の
琉球紬の表面状態を走査電子顕微鏡下で観察すると.写
真一 1-131こ示すように，経糸に精練した生糸，緯糸に
綿糸を使用した素朴な手織り平組織の南風原綿(写真一
1 )では比軟的均ーな織物構造が観察されるが，泥染め糸
では大島紬，久米島紬の場合と同様に粒子状物質がきわ
めて不均一に付着し.本且い表面構造を示す傾向が認めら
れる。
写真一 1 琉球術由 (晶底資話)
(走査電子顕微鏡)
経糸，総糸ともに紬糸が使用されている多彩な色柄(摺
込緋)の平組織の琉球緋紬(写真一 2)では原糸および緋技
法に関連し，布部に多くの糸の乱れが現われたかなり不
規則な織物機i立が観察されるが，経糸.綿糸 ともに粘練
した生糸が使用されている絵図紛の平組織の琉球緋納
(写真一3)では手織り の紬 としては比較的均ーな織物憐
造が観祭される。
写真一 2 琉球緋紬 (走査電子顕微鏡)
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写真一 3
経糸，総糸ともに駒糸あるいは壁糸が使用さ れている
平組織の首呈絹上布(写真一 4)は淡い色調で涼感を磁り
上げる高級な夏物清尺J也として古くから知られているが
文僚は琉球緋にほとんど類似している。
経糸および錦糸に綿糸あるいは精錬した生糸が使用さ
れ.森説花織(続長説を使用し， 平組織地に色糸を総に
f変って幾何学文様を出す浮織り )の組織の変化によって絞
様がつくられる下織りの首皇花絵紬(写真一5)では布面
の糸の乱れが比較的少なしかなり均一な織物情造が観
察される。
写真一4 首里絹上布(走査電子顕微鏡)
写真一 5
経糸，*章糸にA紙:からの手引き紬糸(または精練した生
糸)が使用され，中凶風な織味を特徴とする紋組織(絞浮
織り)の首里ロートン(j益屯.両鍛)織総(写真一6， 7) 
RIl 
?
では布面に多くの糸の乱れが発現する織地と，その糸の
乱れを浮糸でおさえた紋柄の部分が鋭祭される。
写真一6 首里ロートン織紬(走査電子顕微鋭)
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写真一 7 首里ロートン織紬の浮糸紋柄の部分
(走査電子顕微鏡)
経糸.総糸に真綿からの手引き紬糸が使用さtl，了T型
独特のE占打ちによってすぐれた光沢と風合いをもっ4'組
組織の1守里紬(写真一8)では糸の撚リが強いために，オ1
蘭に発J.JJ.する手引き紬糸特有の糸の乱れが比較的少なく
またJ然り糸使用の手織物としては布面の起伏が少ない表
面状態が観祭される。首里紬の染色には筑球必n¥¥木. 
.Iji鎗侮，最[露，刈安，矢車附子，紅花，苦言金，クロトン
Jili.球柿などの多くの槌物染料が使用され，自然な色柄が
表現されている。
写真一8 首里紬(走査電子顕微鏡)
経糸， *牟糸に精練した生糸が使用され，生藍染め(刈
り取った琉球藍草から直接50-60'Cの温水で色素を抽出
して染色する原始的染法として古くから背里に伝わって
(4) 
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いる)の藍色糸をはじめ5-7色の色糸によ って裕子縞
析が構成されている平組織のI3星生監染手縞紬(写真-
9 )では手織物としては布ilに糸の乱れがきわめて少な
しかなり均ーな織物総造が観察される。
続糸にn半島からの手引き紬糸(または精練した生糸)，
緯糸に点綿からの手引き紬糸 (または精練した屑まゆか
らの足踏機f似由糸.精練した玉糸など)が使用され，索
中トな織味と植物染料による染めのすぐれた色彩感覚が表
現されている手織り平組織の久米仏紬 (写真一10，1， 
12)では使用する糸の僅頬およぴ染色加玉法の逃いによ
って織物の表面状態はかなり異なるが.一般に子織り特
有の不規則な織物機造が観察され，特に反復染色の回数
の多いユウナ染め(オオハ7 ボウの幹を原料とする粉末状
500u 
写真-9 首里生藍染手総納 (走査電子顕微鏡)
500p 
写真一10 久米島紬(植物色紫染め)
(走盗電子顕微鏡)
500)1 
写真一11 久米島紬 (ユウナ染め)
(走査電子顕微鏡)
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の木炭と大豆汁てa繰り返し染めた後，明ばんで媒染した
灰色染め)紬や，i.尼染め(t証言さおよび車輪梅の煎iU十液で下
染めした後，池の泥で媒染した黒色染め)紬では単繊維上
に微細繊維の毛羽立ちが発生しやすくなることが認めら
れる円
写真一12 久米島納 (泥染め)
(走査電子顕微鏡)
また沖縄以外て'生産される琉球納についてみると，ま
ずf庇EI<緋の古~H~*由を宮崎県東諸県郡綾町で再現している
緩め手納があげられる。
綾の手紬 は経糸，綿糸 ともに真品ff~からの手引き紬糸を
使肘した平組織の本絡的なJJ，i球緋納で，琉球草!;楊梅.
長主芳， オーJレド ・フスチック， ログウ ソド， コ千二一 Jレ
など峰々の天然色素のみによる沼稲いた色調と古典的な
琉球紋様との巧みな調和を特徴とし，また手引き紬糸使
用の予織物特有の不規J!IJな織物株泣と布市に発現する多
くの糸の苦しれとによって独特のすぐれた風合いが認めら
れる(写真一13)。
また山形県西置賜郡白鷹町で生産さ れる琉球緋紬をま
ねた某lf，[(米沢f目立;1<*自)があげられる。しかし染色は板締
め緋1m工を特徴とし，茶色系の奄美大.C，!j納の緋柄を受け
ついだ紬であったが，Mi!!:では~k:，持 お よび白寿井などに多
機化している。
i，やて
写真一13 綾の手紬(古典琉球紬)
(走査電子顕微鏡)
?
sIl 被
経糸に精練した玉糸と精練した生糸の合糸， 緯糸に撚
りの弱い精練した生糸を使用した手織り平組織の米沢琉
球紬(写真一14)では部分的に糸の乱れが認められるカヘ
全体としては比較的均ーな織物構造が観祭される。
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266nmと349nmに，修金の煎J十液て・は284nmと347nmlこ，
山梶子の煎j十液で1;l:236nm，280nm， 322nmlこ，蘇芳の煎
汁液て・は280nmに，紅花の煎i十液て。は265nmlニ， 車輪梅の
育~汁液では275nm lこ，薮契の煎 1十液では278nm lこそれぞれ
極大吸収波長を示すことが認められる。
一方，極大吸収波長における色素滋度と吸光度との関係
についてみると，図-3-6に示すように，いずれの煎
I十液においても色素濃度と吸光度との聞には直線的な比
例関係を示すことが認められる。
また福木.蘇芳，山梶子，紅花および夜妥な どのク ロ
ロホJレム抽出液の紫外部吸収スペクトルの特性波長曲線
このように琉球紬は糸の種類，撚りの強弱，染色加工
法の違いなどにより布の表面状態が大きく異なるが，一
般に不規則な織物構造を示すものが多し琉球紬特有の
光沢ならびに風合いに深い関連を有するものと思われる。
I.植物色素による絹の染色について
まず日立自記分光光度計 323型を用い，色素成分の異
なる福木，山梶子，蘇芳，診金.楊梅，紅花，車輪梅お
よび荻羨な どの 8種類の煎I十液の紫外部[吸収スペクトル
の特性波長rll線およぴ短大l吸収波長における色素濃度と
吸光J交との関係を求めると， 図ー 1. 2に示すよう に，
福木の煎汁液て棋は273nmと328nmlこ，楊梅の煎T十液では
写真一14
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および極大吸収波長における色素濃度とl吸光度との関係
についてみると.図ー7-11に示すように，福木のクロ
ロホノレム州出液て'は328nm付返に黄色系色素フクゲチン
が緩大吸収波長を不し.色素J農皮と吸光1Eとの聞には直
線的な比例関係を示すことが認められる。同様に山樋子
では277nmおよひ'328nm付近に黄赤色系色素クロセチン
が.蘇芳て'は280nm付近に赤色系色素ブラジリンが，紅
花では275nmと334nm付近に紅色系色素カルタミン(黄色
系色素サフラワーイエロー)が.五五葉てぬは286nm付近に
禍色系色素が極大l吸収波長を示 し.いずれも色素濃度と
吸光度との間には直線的な比例関係を示すことが認めら
れる。
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山総子クロロホノレム嫡出液の紫外部吸収スペ
クトルの特性波長曲線および極大l吸収波長
における色素濃度と吸光度との関係
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図-9 蘇芳クロロホルム抽出液の索外部吸収スペ
クトルの特性波長曲線および極大吸収波長
における色素濃度と吸光度との関係
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図-10 紅花クロロホルム抽出液の紫外部吸収スベ
クトルの特性波長曲線および極大吸収波長
における色索濃度と吸光度との関係
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図-11 7i契クロロホJレム摘出液の紫外部吸収スベ
クトルの特性波長曲線および極大吸収波長
における色紫濃度と吸光度との関係
服学
このように染料植物中に含まれる主な色素成分あるい
は少量の色紫成分を検出する場合にはタンニン色3艇の摘
出をともなわないクロロホルム抽出が有効と恩われる。
したがって以下山梶子の煎汁液で染色する場合には染精
査をクロセチン色素換算値(図ー12)で表わし，革革労の場
合には1及活量をプラジリン色素換算値(図ー13)て¥ また
惨金の場合には染着量をク Jレクミン色素換算値(図ー14)
で表わすのが適当と思われるが，福木の場合にはフクゲ
チンのほかに多くのタンニン色素を含むため染活最を五
倍子タンニン酸換算値(図ー 15)で表わした。
そこでまず南風原綿の染色に最も多〈使用されるMi*
および抜昔話を用い.育n汁液中の色素ilJ変と熱抽出時間と
の関係についてみると，図-16に示すように，抽出時間
をJ脅すと，青n汁液中のタンニン色素量は急激に楠加する
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図-12 7ロセチン色素の紫外部吸収スベクトルの
特性波長幽線および極大吸収波長における
色索濃度と吸光度との関係
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図-13 プラジリン色素の紫外部吸収スペクトルの
特性波長曲線および極大吸収波長における
色素波度と吸光度との関係
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ンたん白質の'r，'ilt.9".( k:~)pH 5 )以下になると.著しく 高い
色紫の染着を示すことが認められるが.染浴のplがフィ
プロインたん(311:の等'iL:点以上特にアルカリWIJに移行す
ると.いずれの色素の染若竹ーも著しく低下する傾向が認
められる。
なおpHの異なる各染料M物の紫外部吸収スペ7トルの
特性波長曲線についてみると.図-20-23に示すように
福木煎汁液ではpH9-11で，蘇芳煎汁液ではpH7-11で，
修金育r汁液ではpH3-11で，山総子煎1十液て'はpH5-11
でそれぞれ大きく変化する傾向が認められる。
このように煎i十液'1に含まれる色素広がpHによ勺て大
きく変化する税象は上認の絹繊維に対する色素の染諸に
皆川，古川，吉岡・紛の染色に関する研究
が，t由~B時間 3-4 時間以上では増加の'~nl合が少な〈な
る傾向が認められる。なお悩木必よぴ政誌の煎汁j夜中の
タンニン色素は熱に対する安定件.がおいニとが認められ
る。
また li，\ 木お よびîk奨の使用量 と ri~ii卜液中のタンニン色
素i良1~ との関係についてみると.図ー 1 7， 18に示すよう
に， M物J左材のf虫剤f立をli"1すと.煎汁液中のタンニン色
紫i震度は12.激に幼10し，航物基材の使用量と煎汁液中の
タンニン色素量とのflにはほぼilI線的な比例関係をぷす
ことが~.められる。
っき;'，こ悩木，!Ui，惨全および山係-(-煎汁液のpHが紺
繊維に対する色紫の染裁におよI!す影響についてみると
図-19にぷすように，哲空1t煎汁液を除<，他の染料純物
の煎iト液による斜l繊維の染色では染浴のpHがフィプロイ
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地すが， 60"<:以上の染色温度では染者率のJtl1mは比較的
少なくなる傾向が認められる。また修金およ び山樋 r~~!
i十液では悩木および録芳烈汁液に比 し. 一般に染~ii容が
{底<，染色溢j支を高めてむ色素の染着率1;1比較的少ない
ニとが認められる。
一方，染浴中の色素濃度を高め繰リ返し染色の凶数を
少なくすることを目的とした悩木煎汁液の濃縮倍本が縦l
繊維に対する色素の染着率ならびにJtli誌におよぽす彬特
についてみると.図-26に示すように，pH 3 付近に訓~
月日彼
直後関連するものと忠われる。
つぎにN.¥木.厳芳.告書金お・よぴ山梶-[-煎i十液を用い.
染色時間が紛織i立に対する色素の染着工事におよぽす民主管
についてみると，図-24に示すように.いずれの煎汁液
でも染色i時間をI脅すと治、激に色索の染着率をI曽し，染色
H刊tJ90-180分HI!ではば一定の染Ai率を示すことカ唱めら
れる。 また上記と問機の 4種の染料植物の煎1十液を
mぃ.染色1品j支がm繊維に対する色素の染Ii率におよば
す:WPFについてみると，図-25にポすように.川本およ
び蘇 '/J煎 il 液では染色溢l交を高め ~と.大き く染コ倍率を
-106-
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このようにある漫度以上に濃縮した煎i卜液を用いた利
繊斜1.の染色では効率的な色索の染着はあまりJtil年できな
いが !fii十液中に含まれるリグニン傑物質によリすぐれ
たI拘置効*が必められる。
そこでつぎに悩本.種空金.~芳必よぴ山梶 r煎 i十液を
用い.染液に添加する硫般ヒドロキシルアミンの助~Iìl
j交が絹繊維に対する色紫の染，(d主ならびに固4'fW!若盆
(目見，(i試験後に繊維に残存する色素量)におよ Il"す影響に
ついてみると.図-27-30に示すように，信イミおよび総
管川，古川.吉岡・絹の染色に関する研究
したR!U十液による染色て・は現行法に比し.表しく向い染
着ヰ1がf~~ られるが. 2倍以上にil給した煎汁液では逆に
染，(1与が低下する傾I'J(，認められる。 このような現象Ij
濃縮に伴う 煎i十液の粘l支の増加が色素il皮の消1)日に伴う
染Zfl止の明大よリむ しろ大きく彬持するものと忠われる。
また!筏汁液のil絡{苦lt¥が絹繊維の1曽:hl妙1)長に必よll"す
彩符についてみると.pH 3付近に調裂した煎汁液では現
行法に比L.す ぐれた地位効*'をぶすことが認め られ.
ift紛倍》芋をI許すほど地況は急激にm大する傾ri'Jが認めら
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芳煎汁液による染色では染浴に添加する硫酸ヒドロキシ
ルアミンの助~J効果が大きし特に絹繊維に対して 15%
波度以上の硫鮫ヒドロキシルアミンを使用すると，著し
く高い染者量を示し，色素の悶着染着量も地大する傾向
が認められる。
しかし惨金および山樋子煎汁液による染色では上記悩
木およひ'蘇芳貫lti十液の場合に比し，染浴に添加する硫般
ヒドロキシルアミンの助斉IJ効果はかなり低しまた色紫
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の間着1会着量の増加も低くなる傾向が認められる.
また上記と同様の4種の染料植物A汁液を用い，染浴
に添加する硫酸ヒドロキシルアミンの助責IJ濃度が絹繊維
のめ批効来におよほす影響についてみると， 図-31に示
すように， ~~木および蘇芳煎汁液による染色では上記染
消長と問機に染浴に添加する硫酸ヒドロキンJレアミンの
助~Jil!立を高めると，特に高い地量効来が認められる。
つぎにも11木煎1十液を用し¥現行法ならびに上記硫椴ヒ
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す傾(I'Jが認められる。
1愛稚な色調とすぐれた風合いなどを・会わせもつ南風原
地方の琉球紬の継物色素による天然染めにおいては.通
常の化学染料による染色と異なり.天日乾燥を1半う反復
染色(数十回にもおよび染色操作が繰り返えされる)によ
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ドロキシルアミン添加法による反復染色が絹織維の埼量
効果におよぽす影響についてみると.図-32に示すよう
に，硫酸ヒドロキシルアミンを染浴に添加する染色では
現行法に比し.きわめてすぐれた増量効果が認められる
が，染色回数が2回以上になると，はぽ一定のI哲量を示
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およぽす影響
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長革芳1m汁液に添加する硫酸ヒドロキ シルア
ミンの助斉lJiJ農度が絹に対する色素の染活盆
ならびに悶着染務誌に必よぽす影響
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ってきわめてすぐれた染色堅ろ うl支が得られるが.糸の
乱れや，機維表面に微細繊維が部分的に発現しやすくな
り，また染色工程を煩雑にする欠点を有している。
本研究では染色堅ろう性を向い水準で維持しながら，
これら欠点を改普する方法として染浴酬の酸性!日IJへの調
竪，煎汁液の適度なj農縮および染浴への硫酸ヒドロキシ
ルアミンの添加などがきわめて有効な手段にな り得るこ
とを示した。
総 括
優雅な色調とすぐれた風イド、とを合わせもつ南風阪地
方の琉球紬は縦糸.緯糸にそれぞれA綿からの手紡ぎ綿
糸あるいは手紡糸機の綿糸または精練した生糸および玉
糸を使用したてF組織の手織リの練絹織物で，多彩な天然
色素が使用されている。
琉球、紬の染色には一般に琉球盛，編木.蘇芳，山梶千
世雪金，楊梅および紅花などの刷物色素を. コチニールな
どの動物色紫が多〈使用され. またI尼染めには夜襲およ
び'1倫侮などのJmi十液で下染めした後，石川地}'jの田泥
が使用されている。
天然色素による琉球紬の染色においては多くの反復染
色と直射日光下での天日乾燥との組み合わせによ って一
般に合成染料を使用したものにj七し，著しくすぐれた染
色竪ろ う伐を示すことが認められている。
そこで本研究では通常の合成染料によ って染色される
絡の染色隠ろうj支を改善する手がかリとして.主として
悩木， ILI~足['，蘇芳お よび哲堅金などの煎 1十液中の天然色
素による紛の染色に|羽するJ正礎的な研究をよ式みた。
1 )天然色~，染色加工法ならびに織物情成の異なる
緋梢の椛球紬の-A:f耐状態を定住itIf-顕微鏡下で観察する
と.琉球納では反復染色に{半って光生する と思われる糸
の，f，Lれが一般に織物表面百I1に多〈鋭Eさされる。
2 )各染料納物の煎汁液の:.w外郎吸収スベクト Iレにつ
いてみると.九i木て・は273nmと328nmに，蘇芳では 280
nmに， 山樋 Fて・は236nmlこ.留金でli284nmと347nmに，
紅花でみは265nmlこ，楊梅て."i266nmと349nmlこ.中給梅
では275nmlニ t'H起て北278nmにそれぞれ極大吸収波長を
ぷ L. 色素濃度と吸光度とのrmにはいずれも I(~線的な比
例関係をぶすことが認められる。
3 )染料航物からの色素の州H:lは純物の検知， rm!立な
どによってかなり央，なるが.紛に対する色紫の染泊fLt:お
よび増':Lt効米などを宅一日置する と . 一般に刷物)，~材50-1∞
g/ e水，決骨量ナト リウム 5g / e水.95土 2.C，3-6 
時間が最適のJ由H1条件と考えられる。
4 ) ñ'，\，f:，山村~ [-， ~Æ< )~'および惨令の煎ìh伎による絹
ij~ 
( 14) 
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の染色においてはいずれも染浴のpHが紛たん自賛の若手電
点(約PH5 )以下の州4付近で，著し〈高い染着歪ならび
に地量効果を示すことが認められ.また染色温度60-85
.C，染色時間90-180分間でほぼ一定の染着量を不す傾向
が認められる。
5 )福木および蘇芳の煎汁液に添加する硫酸ヒドロキ
シルアミンの助~Ji農!支が絹に対する色素の染着量に必よ
I!す影響についてみると，繊維に対し30%漫度の硫餓ヒ
ドロキシルアミンを使用すると，放もiuぃ染着量を示 し
色紫の固着最もI羽大する傾向が認められる。
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Summary 
Ryukyu Tsumugl whlch possesses both elegant color tone and excellent handhng touch is a plam and hand woven 
yarn dyed silk fabric made by using varicolored natural dyes. Its warp thread and weft thread are made， respectively， 
of hand spun silk yarn taken from floss silk or spun silk yarn from hand spinning machine， or re自nedraw silk， and 
douppion raw silk. 
Vegetable dyes， such as， Strobilanthes， Garcmlc， Caesalpinta， Gardenia， Curcuma， Myrica and Carthamus， antmal 
dyes， such as， cochineal， and synthetic dyes are generally used to dye Ryukyu Tsumugi. In mud mordanting， ex-
tracts of Smilax and Raphiolepsis are used for bottoming and then later， mud from the Ishikawa reglOn is used as a 
mordant 
In the dyeing of Ryukyu Tsumugi， repeated dyeing and sun drymg are alternately used so that the color far excells 
that of the materials dyed by synthetic dyes. The present fundamental study on the dyemg of slk by natural dyes 
extracted from Garcinic， Gardenia， Caesalpinla， and Curcuma was made in order to日ndmethods of Improving color 
fastness when dyeing silk by synthetic dyes 
1 ) The surface conditions of the Kasuri pattern Ryukyu Tsumugi having different natural dyes， dyeing process and 
texture were observed by a scanntng electron mlcroscope， whlch revealed many fibers in disarray on the surface of 
the texture. Thls is thought to b巴dueto repeated dyemg. 
2 ) The extraction of dyes from the plants containing dyes dlffer greatly wlth the plant species and the part of the 
plant from which the dyes are extracted. However， when the degre巴ofexhaustion and weighting are taken into con-
sideration， generally， the following are the optlmum conditions for extraction : plant material 50 -100 g / L water， 
s吋iumcarbonate 5g / L water， 95:t 2 .c， 3 -6 hours 
3 ) An ultraviolet absorption spectra study was made on the dye extracts， and as a result maxlmum absorptton wave 
lengths were found， respectively， at 273 nm and 328 nm for Gaにmic，280 nm for Caesalpinia， 236 nm for Gardenia， 284 
nm and 347 nm for Curcuma， and 265 nm for Carthamus. Alω， a linear relation was noted between dye concentratlOn 
and optlcal density. 
4 ) In the dyemg of silk by extracts of Garcmlc， Gardenta， Caesalpmia， or Curcuma. the pH of the dye bath is main. 
tained around pH 4， whlch is lower than the isoelectric point (pH 5) of silk protein. As a result， the degree of ex 
haustion ishigh and reveals weighting. Also， when dyeing temperature 60-80t:， and dyeing time 90-180 mins 
are mamtained， a fixed degree of exhaustion may be obtained 
5 ) A study was made on the effect of the auxlhary concentratlon of hydroxylamme sulfate， whlch 15 added lO the 
dye extract of Garcmic and Caesalplnta， on the degree of exhaustlOn of the dye on slk. As a result. It was found that 
the degree of exhaustion was the greatest and the degree of fixation increased， when a 30% concentration of hydroxyl 
amine sulfate was used 
( 15) 
